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7月29日� (金� )から31日� (日� )まで，勝浦町におい

て開催されたパラグライダー勝浦大会に，全国各

地から71名の選手が参加し，勝浦の山と川，そし

て， 自然を楽 しみながらフライトされました。

また， 参加した選手たちの感想では，運営に従

事した勝浦町有志の方々の対応もよかったとのこ

とでした。お疲れさまでした。

来町された選手の方々が，今後もカラフルなパ

ラグライ ダーで勝浦の空をフライトされることを

期待 します。

弘

海‘ 

⑩⑧⑨ 

⑨⑧ 


(t量得数)2.041戸� (人口)男� 3.579人 女�  3.878人計�  7.457人� (平成6年� 7月末日現在)� 

(出生)男� 3 女2 計5 苑亡)男� 4 女3 計7 転入)男� 4 女3 計7 転出)男� 6 女9 計15

.広報かつうら� 9月号第291号平成6年9月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし(08854)2-2511 (代) FAX 2-3028 
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子供たちに楽しい夢を残して終る� P 

....勝浦町のPRをしながら徳島市内をパレードする参加者

今
年
で
第
八
回
目
の
徳
島
国
際
人
形
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
一
日

ま
で
の
四
日
間
、
県
内
五
市
町
で
世
界
各
国
の
人

形
劇
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
も
、
七
月
三
十
日
に
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
ア
メ
リ
カ
人
の
モ
ニ
カ
・
レ
オ
さ
ん

の
指
導
に
よ
る
紙
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、

そ
し
て
、
八
月
一
日
に
は
勝
浦
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
形
劇
団

の
影
絵
な
ど
の
人
形
劇
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

A とくしま国際人形劇フェスティ パル前夜祭パレード

のスタートは恵島市役所前)

福島~ノ

開
幕
の
前
に
あ
い
さ
っ
す
る
川
口
町
長
。

企子供たちから勝浦で公演するブルガリアの人形劇団へひ主人形を贈る/� 
A 英語で指導するモニカ・レオさん。

何を倍しているのか解るかな�  ? 

4
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
全
員
で
記
念
繍
映

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
形
劇
に
は
、
約
四
百
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
人
形
劇
も
影
絵
も
セ
リ
フ
は
な
く
、
人
形
や

手
の
内
容
表
現
と
音
楽
の
み
で
演
じ
ら
れ
る
劇
に
、
小

供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
驚
き
と
感
動
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

「
子
供
た
ち
に
楽
し
い
夢
を
与
え
、
豊
か
な
国
際
感
覚

を
養
え
れ
ば
己
と
努
力
さ
れ
た
勝
浦
町
の
実
行
委
員
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

人
形
表
現
と
音
楽
と
で
演
じ
る

A 自分たちでイ乍った人形を動力、し、人形跡lを演じる/� 

h
F

手
話
サ
ー
ク
ル
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

』
�
 日
本
の
人
形
劇
「文
楽
」を

v

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
形
劇
団

静
か
に
ま
た
熱
心
に
観
劇
し
た
方

は
四
百
人

V 勝
浦
座
が
演
じ
る
/
�
 

ア
で
手
話
通
訳
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�
 

ま
た
、
七
月
二
十
九
日
の
前
夜
祭
に
は
、
徳

島
市
役
所
か
ら
新
町
川
水
際
公
固
ま
で
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
勝
浦
町
か
ら
川
口
町
長
を
は
じ

め
、
小
・
中
学
生
な
ど
約
七
十
名
が
参
加
し
、

勝
浦
町
の
ピ
�
 
1

ア
ー
ル
を
し
な
が
ら
市
内
の
商

庖
街
な
ど
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
行
わ
れ
た
紙
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
は
約
五
十
人
が
参
加
し
、
始
ま
る
前
は

騒
い
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
モ
ニ
カ
・
レ
オ

さ
ん
が
英
語
で
し
ゃ
べ
り
だ
す
と
、
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
に
あ
然
と
し
、
逆
に
真
剣
に
人
形
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
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?西井 山山 常「近畿かつうらふるさと会」
! 浜出本本 芸 O~
 

の誕生です.ゲ� ; 員 副委
〈勝幸美貞 会 委周

-ところ 新阪急ホテル紫の間� i 
大阪市北区芝田1-1-35

T E L 06-372-5101 
晴� 昌源

「近畿かつうらふるさと会」とは
Fベ

近畿二府玉県に在住する勝浦町出身者

で，あらゆる年齢層の人々が集い，交流

と親睦を深め併せてふるさと勝浦町と連 Z3泊員λ惑持
携を密にし，第二の町民として町の発展

と活性化につながるような提言や意見を

寄せていただくものです。

※お願い

勝浦町で住所の把握できている方(約400名)� :

には連絡しましたが，まだまだ近畿に在住し� ; 

ている方はあると思います。お知り合いの方� 1 

や同窓会名簿などの情報を役場企画開発課ま� i 
でお寄せください。

勝
浦
町
議
会
各
委
員
会


委
員
構
成
決
定


七
月
十
八
日
、
勝
浦
町

厚
生
常
任
委
員
会

。

滝

口

良

一

河

野

チ

ヅ

宮

本

久

治

V

O

企
画
開
発
課
課
長

秋

本

正
(
建
設
課
課
長
)

住
民
福
祉
課
課
長

駒

津

輝

幸(
議
会
事
務
局
局
長
)

住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

福

徳

ヤ

ス

エ

(
環
境
衛
生
課
課
長
補
佐
)

住
民
福
祉
課
係
長

前

田

晃

司

(
総
務
課
係
長
)

環
境
衛
生
課
課
長
補
佐

国

清

一

治

(
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
)

産
業
課
課
長

岡

本

政

市(
税
務
保
険
課
課
長
)

産
業
課
係
長

新

居

贋

子

議
会
事
務
局
局
長

松

浦

照

雄

(
教
育
委
員
会
事
務
局
長
)

議
会
事
務
局
係
長

藤

田

都

(
税
務
保
険
課
係
長
)

教
育
委
員
会
事
務
局
局
長

滝

花

恒

子(
住
民
福
祉
課
課
長
)

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

光

井

雅

己
(
勝
浦
会
館
館
長
)

勝
浦
会
館
館
長

西

野

仁

美

(
産
業
課
課
長
)

勝
浦
病
院
事
務
局
局
長

倉

橋

孝

明

(
総
務
課
課
長
)

勝
浦
病
院
事
務
局
次
長

大

岡

恵

子(
議
会
事
務
局
次
長
)

勝
浦
病
院
事
務
局
係
長

幸

野

照

子
(
収
入
役
室
係
長
)


横
瀬
保
育
所
所
長


山

田

智
恵
子


(
生
比
奈
保
育
所
所
長
)


生
比
奈
保
育
所
所
長


志

摩

道

子(
沼
江
保
育
所
所
長
)


沼
江
保
育
所
所
長


φ
伝司 

林

美

智

子
，
(
横
瀬
保
育
所
所
長
)

h
E

八
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
職

員
の
人
事
異
動
等
が
あ
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

総
務
課
課
長

河

野

精

二

(
勝
浦
病
院
事
務
局
局
長
)

総
務
課
主
事

伊

丹

真

情

(
勝
浦
病
院
事
務
局
主
事
)

総
務
課
主
事

河

野

稔

彦(
住
民
福
祉
課
主
事
)

税
務
保
険
課
課
長

入

固

定(
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 
)

税
務
保
険
課
課
長
補
佐

定

作

光

子

(
勝
浦
病
院
事
務
局
次
長
)

議
会
定
例
会
に 
h

ね
い
て
、

次
の
と
お
り
議
会
の
各
委

員
会
委
員
の
構
成
が
変
更

な
り
ま
し
た
。

変
更
な
っ
た
委
員
会
の

委
員
構
成
は
、
次
の
と
お

末

広

正

太

郎

宮

本

政

明 

知の時�  ;己夫芳雄�  22 
・とき平成6年9月11日(日

正午から午後� 3時まで i V

O
産
業
建
設
常
任
委
員
会

。

神

原

忍

蔀

一
西木田

若

肇
山

男
中

美

(
総
務
課
係
長
)

(午前11時から受付

':分)lト番出口を右ヘ徒歩5(地下鉄御堂筋線梅田 

同
和
対
策
課
課
長

信

政

等

建
設
課
課
長

桂

木

勲

建
設
課
課
長
補
佐

秋

成

収
入
役
室
主
事

穏

台

千
(
企
画
開
発
課
課
長
)

(
同
和
対
策
課
課
長
)

ふ
み
よ(

建
設
課
係
長
)

(
産
業
課
主
事
)

回
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ふれあいの

心で参加

老人クラブ

マ士会奉仕」の日� 

9月20日(火)

』¥Jlr

-とき 	 9月15日同 午前10時

・ところ	 勝浦中学校体育館

・催し 	  敬老の日の式典(午前)

芸能大会(午後)

-持参品 案内ハガキ・座布団

了一一
敬老町民のつどい

人 二

会 +

の 四

皆 固

さ 敬

ん 老

に 町

よ 民

る の

プ つ

口 ど

口 い


グ 昨

九)
年
...:.-

婦長
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
本
格
的

呈
、
八
十
歳
以
上
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ

な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎
え
よ
う
と

敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
午
後
か
ら
は
、
老
人

こ
う
し
た
中
で
、
本
町
で
は
多
年
に

ク
ラ
ブ

・
婦
人
会
の
踊
り
な
ど
の
楽
し

わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら

い
芸
能
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
ご
長
寿
を
お

ゆ

っ
く
り
と
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
お
く

祝
い
す
る
た
め
、
本
年
も
九
月
十
五
日

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

(
敬
老
の
日
)
に
勝
浦
中
学
校
体
育
館

な
お
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
手
作

に
お
い
て
、
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開

り
に
よ
る
お
弁
当
が
い
た
だ
け
る
こ
と

催
し
ま
す
。

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
れ
る
七
十
歳

以
上
の
方
は
、

一
千
百
五
十
二
人
で
す
。

八
十
歳
以
上
の
方
に

(
八
月
二
十
五
日
現
在
)

敬
老
年
金

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び
に
祝

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
町
民
の

い
状
贈
呈
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢
者
の

推
進
者
表
彰
、
八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
町

状
、
ま
た
米
寿
(八
十
八
歳
)
、
喜
寿
(
七

で
は
今
年
も
八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老

十
七
歳
)
の
方
々
に
銀
盃

・
木
盃
の
贈

年
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

-
八
十
歳
以
上
の
方

五
千
円

対
象
者

三
百
六
十
四
人

・
九
十
歳
以
上
の
方	

一
万
円

対

象

者

五

十

八

人

(ご長寿おめでとうございます� P 〉


一勝浦町長寿者10傑 - (男女別・ 敬称略，平成� 6年� 8月25日現在)

男 性 女 性

氏 名 住 所 年齢 生年月日 順位 氏 名 住所 年齢 生年月日

椎平磯太郎 坂本�  99 明27. 9 . 27 谷上 ツヤノ 生 名� 98 明29 . 6. 25 

大 岡芳夫 沼江�  95 明32 . 3. 28 2 溝上 イ ノ 与川内� 95 明32 . 4. 13 

尾西茂樹 中 山� 95 明32 . 7 . 31 3 長 田 マ キ 石 原� 95 明32. 6 . 15 

清水源太郎 中 山� 94 明32. 9. 15 4 立棒 フサノ 中 山� 94 明32 . 12. 3 

溝内 重雄 中 山� 94 明33 . 4 . 28 5 米 田 トキノ 横� j頼� 94 明32 . 12. 30 

中 井次雄 工r沼� 93 明33 . 11.25 6 久保サ、ノ 中 角� 94 明33. 3 . 5 

久保重雄 中 角� 93 明33 . 12 . 20 7 正木 フジヱ 生名�  93 明33 . 11. 6 

豊 田 要助 中 角� 92 明34 . 10. 6 8 北 山 フンヱ 石原�  93 明34. 1 . 10 

幸 浦仁平 久 国� 92 明34. 12 . 13 9 時本 トヨノ 中 角� 93 明34 . 2 . 11 

久保善七 久 国� 92 明35 . 7 . 19 10 林 キシノ 坂本�  93 明34 . 2. 16 

回
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善親 試
�
 山~

わ

帆

打投企

v

…


〆
�
 

1

J

い …

交
流
会
一
日
目
は
、
港
区
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
な
歓
迎
式
が
催

さ
れ
、
各
選
手
自
己
紹
介
の
後
、
勝

浦
タ
イ
ガ
�
 
l
ス
選
手
一
人
ひ
と
り
に

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
選
手
は
港
区
の
各
家
庭
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
。

一
一
日
目
、
三
日
目
は
、
ふ
頭
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
親
善
試
合
。
こ
の
三

す

が

や

日
目
の
試
合
に
は
、
菅
谷
港
区
長
が

激
励
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

四
日
目
は
各
家
庭
で
過
ご
し
、
夕

方
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、
大
勢

の
方
々
に
見
送
ら
れ
、
東
京
を
後
に

ー
し
宇
品
�
 7レ

ι~
。

優
勝
グ
生
比
奈
ク
ラ
ブ


区 距離 指定 中 継 地 点 出発(通i即時間� 

km (スタート) 上勝町役場前� 9 : 30 
1 4.2 

上勝町日浦�  

正木藤川橋�  

9 : 43~頁 

9 : 54~頁 
2 3.7 

3 1.9 女子区間
福川選果場�  10 : OO~頁 

4 3.5 坂本久保の内� 10 : 12~頁 

5 4.7 (再スター卜)坂本久保の内� 10: 50 

横瀬小学校前� 

勝浦町役場前� 

西岡生比奈支所前� 

11 : 04~頁 

11 : 10七頁� 

11: 2H頁� 

6 1.8 女子区間

7 3.4 

8 3.4 勝浦町役場前� 11 : 32~頁

一
体力� つ
く
り
に
ソ
フ
ト
バ
レ
�
 に
�
 

m

I

-
少
年
野
球
松
島
大
会

炎
天
の
八
月
六
日
か
ら
三
日
間
、

上
板
町
に
お
い
て
県
下
選
抜
少
年
野

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
グ

ー

勝
浦
町
体
育
協
会
バ
レ

I
部

|

手
話
講
座
受
講
者
募
集

次
の
と
お
り
手
話
講
座
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
住
民
福
祉
課
(
宮
二
|
二
五
一
一
)

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
講
習
期
間

平
成
六
年
十
月
か
ら
週
一
回
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
(
予
定
)

-

会

場

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
講
資
格

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
活
動
に
理
解
が
あ
り
、

手
話
奉
仕
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
方

-
申
込
受
付
期
間

平
成
六
年
九
月
十
六
日
働
ま
で

・

受

講

料

無
料

準
決
勝
山
口
パ
ワ

l
ズ

3
対
2

知
動
し
な
が
ら
、
球
児
た
ち
は
甲
子
園

'V釦

へ

。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
声
援
を

球
松
島
大
会
が
行
わ
れ
、
生
比
奈

ク
ラ
ブ
は
、

い
た
け
ど
、
長
い
間
遠
ざ
か

っ
て

い
る
人
も
、
連
絡
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
体
育
館
ま
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
八
時

1
十
時

場
所

勝
浦
中
学
校
体
育
館

※
用
具
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

参
加
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
せ
先
〉

代
表
者
貞
岡
八
重
子
(
棚
野
)

一一� 

l
二
四
三
四
�
 

一
回

戦

北

灘

東

�

 

7
対
3

体
協
パ
レ
�
 部
で
は
、
今
ま
で

l

の
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
加
え

二
回
戦
三
野
若
芝
�
 
8
対
7

三

回

戦

林

ス

ポ

ー

ツ

叩

対

�

 
6

…
て
、
本
年
か
ら
ソ
フ
ト
パ
レ
�
 ボ
l

小
|
ル
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
知

っ
て

も
ら
い
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思

つ

山
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
パ
レ
!
と
は
、
従
来
の
�
 

~
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
非
常
に
軟
ら

一
か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
の
で

い
ケ
ガ
の
心
配
も
少
な
く
て
す
み
ま

一
す
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
で
き
な
か
っ

~
た
人
も
、
ま
た
若
い
こ
ろ
は
し
て

l

準
々
決
勝
津
田
イ
�
 グ
ル
ス
比
対

2

決

勝

松

島

ス

ポ

ー

ツ

比

対

�

 
7

と
連
破
し
、
き
わ
や
か
な
優
勝
を
な

し
と
げ
ま
し
た
。

一
引
流
れ
る
汗
と
よ
ろ
こ
び
の
涙
に
感

」A
 

〆晶、--

固

ほ
送
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
に
、
大
き
な

鰍
夢
が
ふ
く
ら
む
夏
で
し
た
。
�
 

東京港区スポーツ少年団

交流会�  

平成6年� 8月14日-17日
参加者 選手10名，役員・保護者15名

....中央が菅谷港区長

第38回勝浦郡駅伝大会
9月11日(日) 26.6km 

中学生・高校生・一般の選手が走ります。

沿道での応援をよろしくお願いします。

※雨天でも実施します。

MUS04
テキストボックス
第21回勝浦タイガース

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



勝浦川あゆまつりに� 
7/30・31 

1，800人が参加� P 

4 
お
惨
さ
ん

浮
く
あ
然
つ

七
月
三
十
日
・
三
十
一
日
、
恒
例
の
勝
浦
川
あ
ゆ
ま
つ
り
が

今
山
橋
下
流
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
日
間
で
約
一

、
八
百
人

が
会
場
を
訪
れ
、
メ
イ
ン
行
事
の
あ
ゅ
の
つ
か
み
ど
り
や
ゲ
ー

ム
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
焼
肉
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

炎
天
下
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
勝
浦
川
漁
協
、
交
通
安

全
協
会
ほ
か
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

可視官事jJ!

....突然大勢の人に追いかけられ鮎もびっくり� /

ーー、、ー

ヘ、-
.~ 

¥J  

h' 
ま
え
て

醐臨晶一 一一一 …ーかまえたよ。

(予定)

受検申請 平 成 6年 10月 3.日(月)から

受付期間 平成�  6年 10月14日(創まで

鉄工，工場板金，機械検査，機械保全，

自動販売機調整，農業機械整備，冷凍空

気調和機器施工，婦人子供服製造，紳士

主要職種� 
服製造，和裁，菓子製造，建築大工，か

わらぶき，配管，型枠施工，鉄筋施工，

コンクリート圧送施工，防水施工，ガラ

ス施工，機械 ・プラ ン卜製図，印章彫刻，

塗装，枠組壁建築，浴槽設備施工， 樹脂

接着剤注入施工， バルコニー施工
司

平
成
六
年
度

後
期
技
能
検
定
試
験

実
施
の
お
知
ら
せ

技
能
検
定
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

い
て
、
技

能
者
の
皆
さ
ん
が
も

っ
て
い
る
技
能
の
程
度
を

一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
、
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
昭
和
三
十
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

徳
島
県
で
は
現
在
ま
で
に
、
二
一
、
九
二
二
人
が
合
格
し
、

技
能
士
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
は
職
種
に
よ
っ
て
特
級

・
一
級
・
二
級

・
三
級
及

び
単

一
等
級
に
区
分
し
、
実
技
と
学
科
の
試
験
を
行
い
ま

す
。
特
級

・
一
級
及
、び
単

一
等
級
の
合
格
者
に
は
労
働
大

臣、

二
級
及
び
三
級
の
合
格
者
に
は
徳
島
県
知
事
か
ら
合

格
証
書
が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

固

MUS04
テキストボックス
7/30.31　勝浦川あゆまつりに1800人が参加

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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今

日

の

社

会

と

差

別

今
日
の
わ
が
国
は
、
民
主
憲
法
を
も
ち
、
こ
れ
を
国
の
政
治
の
柱

と
し
て
民
主
主
義
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
社
会
は
、
基
本
的
な
人
権
が
保
障
さ
れ
た
社
会
で
あ
っ

て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
ば
れ
、
自
分
の
能
力
を
精
い

.
結
婚
が
家
柄
等
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

-
人
種
や
民
族
に
よ

っ
て
特
別
視
さ
れ
る
。

な
ど
、
残
念
な
こ
と
に
、
ま
だ
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
、

な
こ
と
が
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

次
に
あ
げ
る
事
例
は
、
あ
る
学
生
の
訴
え
で
す
。

こ
の
よ
う

っ
ぱ
い
に
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
職
業
に
つ
き
、
健
康
で
文
化
的

・
障
害
者
の
幸
せ
に
生
き
た
い
と
い
う
願
い
が
軽
視
さ
れ
る

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
全
く
個
人
の
責
任
や
原
因

に
よ
ら
な
い
こ
と
で
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、

・
就
職
の
際
、
学
歴
や
縁
故
、
家
の
職
業
等
に
よ
っ
て
採
用
が
左
右

さ
れ
る
。


-
女
性
の
人
格
や
能
力
が
男
性
よ
り
も
軽
視
さ
れ
る
。


-
人
間
の
価
値
が
職
業
や
学
歴
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

0


.
子
ど
も
が
教
科
の
成
績
だ
け
で
評
価
さ
れ
る。


-
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
が
十
分
に
保
障
さ
れ
な


3

0

 

人

権

無

視

�

 

〉

私
が
小
学
生
の
時
、
人
を
い
じ
め
た

…

と
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
は
、
何
に

…

つ
け
て
も
の
ろ
く
、
同
級
生
と
は
違
つ

へ

て
変
に
大
人
っ
ぽ
く
、
そ
の
話
し
方
に

い

も
独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

~

友
達
と
、
は
し
ゃ
ぐ
こ
と
も
な
く
孤
独

一

な
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
運
動
会
の
前

~

日
、
私
は
彼
女
に

〈

「
あ
ん
た
が
お
る
か
ら
、
私
ら
の
ク
ラ

~

ス
絶
対
勝
て
へ
ん
わ
己

~

と
、
と
て
も
ひ
ど
い
こ
と
を
言
つ
て
の

け
ま
し
た
。
彼
女
は
、
唇
を
か
ん
で
じ

…

っ
と
下
を
向
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
彼
�
 

…

女
が
言
い
返
し
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

…

た
け
ど
、
何
も
言
い
返
し
て
き
ま
せ
ん

J

一

で
し
た
。
そ
れ
以
降
、
彼
女
に
意
地
悪

)

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
給
食
係

(

の
時
、
重
い
食
器
を
持
つ
の
は
彼
女
で
、

日

軽
い
食
器
を
持
つ
の
は
私
。
そ
う
じ
の

一

時
、
し
ん
ど
い
所
は
彼
女
で
楽
な
所
は

一

私
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
、
私
に
言
い
返

)

し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
私

一

で
も
、
他
の
子
が
彼
女
を
い
じ
め
て
い

…

る
の
を
見
る
と
、
(
何
で
そ
ん
な
に
い
じ

…

め
る
ん
、
か
わ
い
そ
う
や
ん
か
。
)
と
思

い

い
、
先
生
に
彼
女
が
い
じ
め
ら
れ
て
い

~

る
こ
と
を
言
い
に
行
き
ま
し
た
。
随
分

一
筋
の
通
ら
な
い
行
動
を
し
て
い
た
と
思

…

い
ま
す
。
先
生
が
彼
女
の
い
じ
め
に
つ

…

い
て
取
り
上
げ
よ
う
と
言
わ
れ
た
時
、

~
彼
女
は
訴
え
る
よ
う
に

~

「
私
の
こ
と
で
学
級
会
が
よ
く
あ
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
上
辺
だ
け
で
同
情
し
て

い
る
ん
や
。
心
の
中
身
は
変
わ
ら
へ
ん
。

ど
う
せ
今
回
も
同
じ
こ
と
や
か
ら
、
時

間
の
ム
ダ
や
わ
己

と
、
拒
否
し
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
は

厳
し
い
声
で

「
あ
ん
た
は
、
も
っ
と
自
分
を
大
切
に

し
な
さ
い
。
ど
う
し
て
あ
な
た
が
い
じ

め
ら
れ
る
の
か
わ
か
る
?
そ
れ
は
、

い
つ
ま
で
経
つ
で
も
自
分
を
主
張
し
な

い
で
甘
え
て
い
る
か
ら
で
す
よ
は

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
横
で
私
は

静
か
に
二
人
の
会
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
私
の
頭
の
中
に
は
、
「
人
権
」
と
い

う
こ
つ
の
文
字
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

一

っ
て
い
き
ま
し
た
。
授
業
で
習
っ
て
き

た
こ
と
だ
け
ど
、
初
め
て
実
際
の
こ
と

と
結
び
付
い
た
の
で
す
。
彼
女
は
、
キ

リ
ッ
と
厳
し
い
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
本
格
的
に
道
徳
を


習
い
始
め
て
か
ら
、
当
時
の
彼
女
の
こ


と
が
思
い
出
さ
れ
、
胸
が
苦
し
く
て
た


ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
心
の
奥
深
い


所
か
ら
彼
女
の
目
が
私
を
じ
っ
と
見
つ


め
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。
何


度
か
彼
女
に
話
し
か
け
て
み
よ
う
と
努


め
ま
し
た
。
で
も
彼
女
の
周
り
に
は
、


私
を
批
判
す
る
空
気
が
漂
っ
て
い
る
よ


う
で
、
と
て
も
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。


あ
や
ま
り
た
く
て
も
あ
や
ま
れ
な
い
と


い
う
苦
し
さ
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
、


私
は
彼
女
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し


た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
心
が
楽
に
な
る


と
思
っ
た
の
に
、
か
え
っ
て
つ
ら
く
な


る
ば
か
り
で
し
た
。
二
年
生
に
な
っ
た


-

l
v

1
v
h
~

回

時
、
私
は
思
い
切
っ
て
彼
女
に
、

「
ょ
う
い
じ
め
た
こ
と
覚
え
と
う
?

ゴ
メ
ン
な
。
あ
の
頃
は
、
人
の
気
持
ち

が
分
か
ら
へ
ん
か
っ
た
ん
や
。
恨
ん
ど

っ
た
や
ろ
?
己

と
、
言
つ
で
あ
や
ま
り
ま
し
た
。
彼
女

は
驚
い
た
表
情
で
、

「
福
ち
ゃ
ん
が
あ
や
ま
る
よ
う
な
人
に
は

見
え
ん
か
っ
た
。
で
も
、
も
う
気
に
し
て

へ
ん
か
ら
己

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
胸
が
す
っ

シ」� 

宇
品

。

他
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
。
口

で
言
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
私
に
と
っ

て
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
は
、
他
人
の
考
え
方
や
生
き
方
が
、

自
分
と
違
っ
て
い
て
当
り
前
と
い
う
こ

と
。
例
え
そ
の
人
が
ど
ん
な
に
劣
る
部

分
が
あ
っ
て
も
、
他
に
き
っ
と
優
れ
た

部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
世
界
中
で

自
分
が
一
番
大
切
な
よ
う
に
、
他
人
も

か
け
が
え
の
な
い
た
っ
た
一
人
の
人
間

だ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
女
が
分
か
ら
せ

て
く
れ
た
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
彼
女
は

強
か
っ
た
。
私
は
、
そ
の
強
さ
に
負
け

る
の
が
怖
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

人
間
は
、
勝
ち
負
け
で
行
動
す
る
の


じ
ゃ
な
く
て
、
い
か
に
自
分
ら
し
く
生


き
る
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の


た
め
に
も
他
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
自


己
中
心
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
よ
う


と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
誰
も
が


自
由
に
な
れ
る
の
で
す
。


(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
文
集
か
ら
)

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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石
展
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に
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あ
い
に
く
の
大
風
の
余
波
を
う
け
、

出
足
が
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
八

月
十
三
日
に
閉
幕
し
た
勝
浦
町
化

石
展
は
、
化
石
愛
好
会
の
ご
援
助
と

テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
に
よ
る 

で

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
に
、
立
川

の
化
石
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

期
間
中
町
外
か
ら
電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
、
勝
浦
町
に
行
く
に
は
と
の

道
案
内
に
至
る
ま
で
、
実
に
嬉
し
い

，

悲
鳴
に
終
始
し
ま
し
た
。

l
三
十
セ
ン
チ
を
こ
す
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
や
所
狭
し
と
鎮
座
す
る
三
体
の
巨

大
オ 

ム
貝
を
始
め
と
し
て
、

二
枚

貝、

シ
ダ
類
、
ィ
ヵ
、
ヒ
ト
デ
等
五

百
余
り
の
大
小
化
石
が
視
聴
覚
室
と

郷
土
資
料
展
示
室
に
並
べ
ら
れ
、
こ

れ
ら
す
べ
て
が
我
が
勝
浦
町
か
ら
出

土
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
「
化
石

の
豊
庫
勝
浦
」
を
町
内
外
の
人
々
に

強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
豊
か
な
化
石
を
多
く
の
人
々

に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
後
世

に
大
切
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
紙
面
を
か

り
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

A珍らしい化石展� iこNHKも取材に/

漫 画 教� 

絵

画
教

室

勝
浦
町
美
術
愛
好
家

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て

い
る
勝
美
会
の
新
居
・
神

原
さ
ん
た
ち
が
、
八
月

七
日
小
学
生
を
集
め
て

「
静
物
」
を
画
題
に
終

一日
熱
心
に
絵
画
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

毎
年
勝
美
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
画
家
の
卵
が
多

数
誕
生
し
て
い
る
こ
と

は
、
将
来
実
に
頼
し
い

こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

講
演
会
(
大
西
智
城
先
生
)

七
月
二
十
三
日
、
図
書
館
視
聴
覚
室

に
お
い
て
読
書
振
興
協
議
会
主
催
の
恒

例
講
演
会
を
、
今
年
は
白
寿
園
園
長
・

大
西
智
城
先
生
を
・
お
迎
え
し
て
開
催
、

補
助
椅
子
を
出
す
満
員
の
聴
衆
の
中
で
、

盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

東
京
大
学
で
講
演
さ
れ
た
実
績
は
、

さ
す
が
に
聴
衆
を
笑
い
の
中
に
引
き
つ

け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
夫
婦
の
機
微

を
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
楽
し
く
ご
講
演

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
も
漫
画
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
二
時
間
余
り
の
勉
強
会
で

し
た
が
、
子
供
た
ち
は
、
親
切
で
細
か
な

ご
指
導
を
受
け
、
実
に
楽
し
く
有
意
義
な

一
時
を
過
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

九
月
の
図
書
館
行
事

と
休
館
日

土
曜
こ
ど
も
映
画
会


午
後
二
時

1
三
時
 

3
日
・
叩
日
・
口
日 

日


内
容
は
お
た
の
し
み
に
/
-

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


は
日 

日


*
休
館
日 

5
日
・ロ
日
・四
日
・
初
日
・

羽
田

A じようずにかけたかな/

国� 
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E 平
均
寿
命
超
え
た
る
今
は
一
つ
ぐ
ら

い
不
調
の
あ
り
て
も
当
り
前
と
思
う

横

瀬

比

留

間

一

〈評〉

世
界

一
の
長
寿
国
日
本
。
そ

の
日
本
人
の
平
均
寿
命
を
越
え
た
作

者
。
時
々
は
体
の
不
調
は
あ
る
け
れ
�
 

も
一
つ
ぐ
ら
い
あ

っ
て
も
当
り
前

と
割
り
切

っ
て
い
る
。

こ
の
く
よ
く

よ
し
な
い
生
き
方
が
長
生
き
の
コ
ツ

か
も
し
れ
な
い。

だ
か
ら
こ
の
歌
の

つ
ぶ
や
き
が
お
も
し
ろ
い
。

轍
(
・
つ
が
い
)
す
る
た
び
に
見
て
い

し
天
井
�
 (て
ん
じ
よ
う
)
の
蜘
蜂
(
く

も
)
の
巣
今
朝
は
払
わ
れ
て
お
り

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

〈評〉

毎
朝
う
が
い
す
る
た
び
に
見


上
げ
る
天
井
の
ク
モ
の
巣
が
気
に
な


っ
て
い
た
作
者
。
誰
が
と

っ
た
の
か


今
朝
は
き
れ
い
に
取
り
の
ぞ
か
れ
て


い
る
の
だ
。
誰
と
い

っ
て
も
主
人
と


二
人

っ
き
り
の
家
庭
だ
か
ら
夫
な
の


だ
ろ
う
。

夫
も
気
に
か
か

っ
て

い
た


の
だ
。
日
常
生
活
の
昧
の
あ
る
歌
。


幾
筋
も
糸
繰
る
ご
と
く
澄
み
て
鳴
く


河
鹿
の
声
が
夜
を
深
く
す


中

山

山

下

房

雄

〈評
〉
川
の
流
れ
は
聞
こ
え
な
い
け

れ
ど
も
、
河
鹿
の
声
は
鈴
を
鳴
ら
す
よ

カミ

つ


，.-、

'.‘ 

り

〆，、-

⑧
⑨
⑨
⑧
⑨
⑧


う
に
よ
く
澄
ん
で
聴
こ
え
る
。
こ
の

作
者
は
「
幾
筋
も
糸
繰
る
ご
と
く
」

と
何
匹
も
の
河
鹿
の
声
を
擬
人
法
で

じ
っ
に
巧
み
に
表
現
し
た
。
ま
た
「
夜

を
深
く
す
」
に

一
そ
う
静
か
さ
と
涼

し
さ
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
。

手
旗
振
り
車
誘
導
す
る
娘
赤
い
輪
ゴ

ム
で
髪
束
ね
お
り横

瀬

日

下

克

子

〈評
〉
私
は
中
国
大
陸
が
好
き
で
何

回
か
中
国
を
旅
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

歌
と
ま

っ
た
く
同
じ
光
景
に
何
度
も

出
会

っ
た
。
中
国
で
は
パ
ス
の
運
転

手
も
車
掌
も
み
な
若
い
女
性
だ

っ
た
。

髪
を
輪
ゴ
ム
や
紐
で
束
ね
、
淡
い
口

紅
を
ひ
き
、
働
く
姿
の
美
し
さ
が
印

象
に
残

っ
て
い
る
。

震
度
4
も
気
付
か
ぬ
大
工
脚
立
(
き

や
た
つ
)
た
て
完
成
近
き
天
井
を
張

る

横
瀬
広
安
美
枝
子

〈評
〉
完
成
ま
近
い
新
築
工
事
の
天

井
を
張

っ
て
い
る
と
き
地
震
が
あ

っ

た
。
震
度
4
ほ
ど
の
揺
れ
だ
け
れ
ど

も
、
脚
立
の
上
の
大
工
さ
ん
は
夢
中
に

な

っ
て
天
井
を
張

っ
て

い
る
。
地
震

に
気
付
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や

知

っ
て
い

て
も
職
業
が
ら
平
気
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
巧
み
な
歌
、だ
。

白島� 

殿� 
)11 

早
苗

か
ぶ
ら
の
漬
物
と
は
直
接
関
係
は
な

い
が
、

二
つ
の
異

っ
た
事
柄
を
ひ
び

き
合
わ
せ
て
一
つ
の
現
実
を
創
り
出

し
て
見
せ
た
、
こ
の
作
者
の
奇
抜
な
手

腕
を
評
価
し
た
い
。

四
十
年
仕
事
に
生
き
し
夫
と
い
ま
犬

と
散
歩
の
穏
や
か
な
る
日
々

横
瀬
桜
木
千
代
子

母
在
・
�
 

(
い
ま
�
 
)
さ
ば
嘆
き
給
わ
ん
立

ち
し
ま
ま
麦
茶
す
す
り
い
る
我
を
し

見
れ
ば

生

名

柳

田

末

子

山
頂
に
ぱ

っ
と
広
が
る
台
地
よ
り
今

と
び
発
�
 (た
)
ち
し
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

l

棚

野

田

中

茂

子

目
の
う
す
き
老
い
の
手
を
ひ
き
へ
ル

パ
�
 は
ほ
ほ
笑
み
た
た
え
語
ら
い
で

過
ぐ

立

川

堀

梅

子


実
の
り
た
る
小
さ
き
茄
子
の
む
ら
さ


き
が
あ
し
た
さ
や
か
に
露
お
び
て
お


横

瀬

谷

吉

癒


健
気
な
る
玉
葱
な
り
き
雑
草
の
丈
な


す
中
に
丸
々
と
い
る


棚
野

三
年
目
に
蘭
が
咲
い
た
と
告
げ
に
来

て
姑
は
乙
女
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぐ

沼

江

森

脇

光

子


刈
り
草
の
乾
く
匂
い
が
終
い
湯
の
内


ま
で
と
ど
き
真
夏
を
告
ぐ
る


中

山

栗

城

絹


子
の
住
ま
ぬ
夫
婦
の
会
話
す
く
な
く


て
今
日
の
一
日
話
し
合
い
お
り


横

瀬

平

山
美
千
江


今
朝
生
ま
れ
命
短
き
法
師
蝉
晴
け
ば


い
と
し
も
夕
暮
れ
の
庭


棚
野
広
松
ハ
ル
ノ


手
を
と
り
て
希
望
に
燃
え
つ
つ
天
津


(中
国
)
へ
渡
り
し
と
き
の
ま
ざ
ま


ざ
と
顕
つ


沼

江

斎

藤

重

子


朝
露
に
蛸
�
 (ぶ
よ
)
を
追
い
つ
つ
畔


を
刈
る
黄
金
の
波
を
胸
に
描
き
つ


中

山

谷

尻

松

雄


鳥
の
声
に
目
ざ
め
て
出
で
し
わ
が
庭


に
白
百
合
の
花
咲
き
初
め
て
お
り


沼
江
森
脇
ア
ヤ
コ


母
さ
ん
が
答
を
知

っ
て
い
る
嬉
し
さ


に
幼
は
今
日
も
な
ぞ
な
ぞ
を
出
す


横

瀬

田

中

久

子


ふ
れ
あ
い
の
旅
む
つ
ま
じ
き
両
陛
下


何
回
に
在
り
て
も
涙
出
づ
や
さ
し


棚

野

英

見


足
折
れ
て
仕
事
休
め
ば
爪
が
伸
び
は


じ
め
て
勢
�
 (き
)
り
た
る
瓜
の
い
と


七
U
V
Tし


棚
野
北
島
ア
サ
ノ


清
流
の
空
に
数
多
の
鯉
の
ぼ
り
緑
の


風
に
真
向
い
泳
ぐ
横

瀬

と
み
え


中本

う
ら
歌
壇


松

並

武

夫

選


年
金
に
手
の
と
ど
き
た
る
誕
生
日
漬

け
て
売
ら
ん
と
か
ぶ
ら
の
皮
む
く

棚

野

島

つ

と

む

〈評
〉

「
手
の
と
ど
く
」
と
い
う
の

は

一
般
的
に
は
年
齢
に
用
い
る
こ
と

が
多
い
。
こ
こ
で
は
年
金
を
も
ら
う

年
齢
に
達
し
た
の
だ
ろ
う
。
年
齢
と

中
山
溝
内
喜
代
美

稼
勢
山
の
麓
の
水
際
キ
ャ
ン
プ
場
若

人
集
い
青
春
の
宴横

瀬

錦

内

常

一

病
院
の
庭
に
植
え
ら
れ
し
松
の
木
は

陰
を
作
り
て
し
ば
し
涼
し
も

棚

野

谷

新

太

郎

い
に
し
え
の
武
士
思
わ
す
る
雨
蛙
は

上
司
の
言
葉
を
待
つ
ご
と
く
居
る

棚

野

幸

山

美

好

天
体
に
意
欲
燃
や
せ
し
若
者
と
早
魅

嘆
く
夫
が
見
る
月中

角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

〈注
〉
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
誌
と
し
て
広
く
町
民
の
投
稿
作

品
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
専
門
歌
誌
的
な
む
つ
か
し
い
選

や
批
評
は
避
け
、

町
民
の
誰
も
が
た

の
し
く
読
め
、
誰
で
も
が
投
稿
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
投
稿
作
品

は
全
部
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ

て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

(

松
並
)

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

二
|
四
五
八
三

九
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人

一
旬

十
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

T
E
L

とれデ
しずン

ポパ
ス|

トへ
が出
そす
れ子
をの
待便
ちり
い 書
るき
ごき

国

MUS04
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戸
に
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W
れ
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、川渇/c- 可

廃
棄
物
利
用
/

あ
き
缶
回
収
日

月
曜
日
に
変
更

廃
棄
物
の
資
源
化
・
再
利
用
を
進

め
る
た
め
、
各
地
区
の
廃
棄
物
減
量

化
推
進
委
員
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
・
今
年
七
月
か
ら
ア
ル
ミ

缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
の
分
別
回
収
を
実

施
し
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
回
収
量
が
多
く
、

一
日
で

回
収
処
理
が
出
来
な
い
の
で
、
九
月

か
ら
毎
月
曜
日
を
回
収
日
と
し
て
、

次
の
表
の
と
お
り
地
区
割
を
し
ま
し

た
。
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
、
午
前
九

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

*
あ
き
缶
の
飲
み
物
の
残
り
や
土
を

除
く
。

*
袋
の
中
に
ピ
ン
な
ど
混
ぜ
な
い
。

*
袋
の
ヒ
モ
は
解
け
や
す
い
よ
う
、

ト
ン
ボ
結
び
に
し
な
い
よ
う
に
。 

あき缶回収日汲び場所

回収日 地区別 回収場所

石原 桜建設事 務所

第
沼江 墓地の駐車場� (機尾さん宅裏� )

月
掛谷 掛谷集会所前

曜

日

山西
勝浦郡農協生比奈支所裏

(試験場上り口)  

(5日)
中角

農村婦人 の家

馬越ゴミフェ ンス横

第 今 山 今山橋北詰ゴミフェンス横� 

2 
月 黒岩 中央橋北詰・勝浦会館前

曜 星谷 川口氏宅の貯蔵庫前
日� 

(12日) 中 山 ?両 防 ヨロ土ロ 所 機

第
生名 東林庵 ・島豆腐屋さん前� 

3 久国 久国集会所裏

月

曜

日

棚野

河川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側

大井極碑の前�  

(19日)
立 川 直接焼却場へ

第

4 

月

横瀬

前川集会所 ・勝浦郡農協本所� 

広瀬宅東・小倉新平宅前

三叉路 ・旧農協跡地

曜 与川内 勝浦郡農協与川内出張所

日

(26日) 坂本
勝浦郡農協坂本事業所横� 

消防詰所横

L人

斉は


喜々 

日可

愛去� 
9 t:，
日加
 
4を
 

・ゲ(E) 


町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
町
内
の

環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
四
日
は
、
今
年
最
後
の
一
斉

清
掃
日
で
す
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、

参
加
者
の
少
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の

指
示
に
従
い
、
美
し
い
町
会
つ
く
り
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

...機谷地区川内区長さんから清婦について観明

企焼却場に通 じる棚野立川線の草刈り

勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

道
も
美
し
く

毎
年
、
勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
の
町
道
棚
野
立
川
線
約
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
、
地
元
の
方
々
の
協
力

で
清
掃

・
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
立
川
の
堀
区
長
さ
ん
を
中

心
と
し
て
、区
関
係
者
で
草
刈
り
、
ご

み
の
焼
却
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
っ
せ
い
せ
い
そ
う
に

行
っ
た
こ
と積瀬小学校� 3年

芳野一 也

六
月
五
日
に
、
は
じ

め
て
お
父
さ
ん
と
、

川

の
ど
で
の
草
か
り
に
行

き
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い

人
が
い
ま
し
た
。
か
ま

は
少
し
お
そ
ろ
し
く
て

も
、
草
を
切
る
時
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

生
え
て
い
た
草
が
だ
い

ぶ
へ
っ
て
き
た
の
で
、

「
も
う
す
ぐ
終
わ
る
か

な
己
と
思
い
ま
し
た
。l

終
わ
っ
た
後
の
コ 

ラ

が
、
つ
め
た
く
て
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

犬の放し飼いはやめましょう
みんなで犬害のない町にノ

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

つ
か
れ
た
り
し
て
被
害
を
受
け
て
い

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
飼

い
犬
が
人
に
か
み
つ
き
、
被
害
を
与

え
た
場
合
に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。
散
歩
も

つ
な
い
で
行
う
。

②
犬
を
捨
て
な
い
。
飼
い
犬
が
不

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月
広
報

¥"..../ 不用犬の

買い上げ日


犬の放し飼いは

やめましょう。� 

9月7日側

9月21日同� 

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い
上
げ

日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

③
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は

お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

④
補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行
つ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
(
二

|
二
五
一
一
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

四

MUS04
テキストボックス
一戸に一人は必ず参加を一斉清掃日9月4日（日）

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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①②

。

『自賠責小さなシールで大きな安心』� ;32

250c.c以下のバイクには車検制度がない こともあ	 iる及 
  
iとし 


って，自賠責保険(共済)の継杭契約をつい忘れ� jと

がちです。小さなバイクだからといって「油断は� !も交�  
5に通

禁物� J，バイクの起こす人身事故も軽視はできませ 主

ん。無保険(無共済)で死傷事故でも起こしたら� 3 ・ ・ ・〈 十運を交の正

それこそ大変です。� 3
また，バイクにも 自賠責保険(共済)への加入	 j 意; 三

向 交シ高 交日 動目通実し

上 堂塁手ZTZ?
6ヶ月以下の懲役，ま たは� 5万円以下� ; 

の 全 の 月 し 防 習

で走ると 5T2雲I言示去得� 
の罰金 さらに違反点数� 6点となり ，免許停止処� i るの事 目 間 ー の 徹 け ル

分となります。	 ! 交着故 標 実日全底ると
S 

もし，契約切れになっていたら，最寄りの損害 ミ マの 止 さ ら交図と通

保険会社，代理庖(バイク 自軽車高)農協で加 ; ?震 2
入してください。	 j の え三全とり�  l 

交通事故相談日	 9/1 防災訓練実施ノ� 

-日 時 9月26日(月)

午前9時から

午後4時まで

-場所 小松島中央会館

・相談員 新井 淳

感
冒
回
@
白
富
巴
的
自
国
国
  

b
a
g

ー
徳
島
県
小
松
島
保
健
所 
|

台
風
や
豪
雨
な
ど
で
水
害
を
受
け
た
地
域
は
、
し
ば
し
ば
赤
痢
な
ど

ゆ
ず
り
あ
う
心
が
か
よ
う

阿
波
の
道

九
月

一
日
午
前
十
時
十

五
分
、

全
町

一
斉
に
防
災

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

八
月
三
十
日
か
ら
九
月

五
日
ま
で
が
防
災
週
間
と

な

っ
て
お
り
、
九
月

一
日

に
は
全
国
で
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す。

災
害
の
未
然
防
止
ま
た

は
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
は
、
み
ん
な
が
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備

え
を
充
実
強
化
し
、
災
害

時
に
適
切
な
防
災
活
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
町
で
も
各
学
校
、
病

院
等
で
避
難
訓
練
を
実
施

ル」

し
ま
す
が
、
地
域
、
職
場
、

家
庭
の
日
常
生
活
の
場
に

お
い
て
、
各
自
が
冷
静
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
誌
は
時
叩
  

VIE
 
-u


通用防 〉 施 か国をこ交

の
伝
染
病
が
発
生
し
が
ち
な
の
で
、
と
く
に
衛
生
に
注
意
し
て
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
食
べ
も
の

よ
く
ふ
い
て
風
通
し
を
よ
く
し

生
も
の
は
な
る
べ
く
さ
げ
て
、

て
十
分
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

③
便
所
に
つ
い
て
も
②
と
同
様

の
消
毒
を
し
、
消
毒
の
廃
液
を

想 安
の全
高 知
揚 識
をを
図普�  

煮
た
も
の
ま
た
は
焼
い
た
も
の
を

食
べ
る
こ
と
。

二
、
手
洗
い
の
励
行

用
便
後
、
汚
物
の
取
り
扱
い
後
、

食
事
の
調
理
前
、
食
事
の
前、

外

出
か
ら
帰

っ
た
と
き
な
ど
は
、
必

ず
石
け
ん
と
流
水
で
手
を
洗
う
こ

④
便
池
に
投
入
す
る
こ
と
。

(水

洗
便
所
に
は
消
毒
の
廃
液
を
投

入
し
な
い
こ
と 
) 

台
所

・
調
理
器
具

・
食
器
戸

棚
等
が
汚
れ
た
場
合
は
清
水
で

よ
く
ふ
い
た
後
、
逆
性
石
け
ん

液
で
ふ
く
ご
と
。

で
き
れ
ば
逆
性
石
け
ん
液 

(消

毒
液
で
薬
屋
さ
ん
で
売

っ
て
い
ま

す
)
を
使
用
す
る
こ
と
。

な
お
、
手
の
爪
を
短
か
く
切

っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

三
、
家
屋
内
の
消
毒

①
床
下
は
風
通
し
を
よ
く
し
て

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

②

床

上

ま
で
浸
水
し
た
と
き
は
、

床
板
・柱
・壁
板
な
ど
を
清
水
で

よ
く
ふ
い
た
後
、
三
%
ク
レ
ゾ

目
、
大
掃
除
と
ネ
ズ
ミ
・
ハ
工 

9月1日-30日「無保険(無共済)バイクを

をなくそうキャンペーン」

無保険� (無共済)バイク対策協議会

ゴ
キ
ブ
リ
退
治

水
害
後
は
大
掃
除
を
し
て
家

の
内
外
を
清
潔
に
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
際
、
ネ
ズ
ミ

・
ハ
エ

・

ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
す
る
こ
と
。

時
間
を
見
つ
け
て
ぬ
れ
た
も

の
は
日
光
に
あ
て
て
乾
か
し
、

ー
ル
水 

(水
九
七 

∞
に
ク
レ

O
O

じ
め
じ
め
し
た
家
の
中
を
陽
あ

た
り
や
風
通
し
を
よ
く
し
て
早

く
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

ゾ
ー
ル
石
け
ん
液
三 

合
す
れ
ば
、

O
O
O
∞
の
ク

玉
、
少
し
で
も
身
体
に
異
常
が
あ

∞
を
混

一 

る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

レ
ゾ
ー
ル
水
が
で
き
ま
す
)
で

d

回

MUS04
テキストボックス
秋の全国交通安全運動

MUS04
テキストボックス
水害時の衛生に注意しよう
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スタンプ
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徳島地方法務局

小松島出張所が

庁舎移転します/

J
』 

J

です� / 
F込b 可干Jfi

山、

通先
立ス 

v

'--' 

、J 

県
道
新
浜
勝
浦
線


中
山
バ
イ
パ
ス
開
通
 

初め

ーーノ

畠

山山
.
…川一一一一一、一一

一

九

J

l

…

(1)

山一
…
山一山…一

0月1日は� 
「法の日」

10月� 1日は「法の日」でFす。� r法まもる心が築くよ -相談内容� 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借

い社会」という標語のとおり，この 日は，国を挙げて 家，家事，登記，戸籍，人権など法律

法の尊重，基本的人権の擁護，社会秩序の確立の精 上の問題全般

(2) 

を図るため，� 10月1日からの� 1週間を「法の日」週間 各種の団体から講話等希望があれば，講師を派遣

として全国各地で種々の行事が行われます。徳島にお します。

A 開通を記念してテープにはさみを入れる

川口町長，~界県議会議員，西浜町級会駿長，
徳島土木事務所長，向井正(用地提供者)さん� 

FAX 

・案内図

今
回
開
通
し
た
中
山
バ
イ
パ
ス
は
、

二
十
六
メ
ー
ト
ル
の
橋
梁
部
を
含
む

延
長
三
百
九
十
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業

費
約
三
億
円
を
費
し
完
成
し
た
も
の

で
、
旧
道
よ
り
百
二
十
メ
ー
ト
ル
短

縮
さ
れ
、
幅
員
も
七
メ
ー
ト
ル
と
拡

げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
困
難
だ
っ
た
車

パ
々

山

方

中

の

円 V V

た

者
れ

係

さ

関

vv

裁判所の見学，裁判の傍聴

備

る 

~

整

す

」

の
通
行
も
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
こ
と

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

前

久

賓

及

び

地

元

関

係

者

の

出

席

の

も

と

、

山

同

時

所

所

長

か

ら

施

工

業

者

へ

感

謝

状

が

開
通
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

L

贈
ら
れ
ま
し
た
。

時
開
通
式
で
は
、
「
神
事
」
「
テ 

プ 

岨

カ
ッ
ト
」
及
び
「
久
寿
玉
開
披
」
の

中

後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
通
り
初

八
月
三

日

側

、

県

道

新

浜

線

の

局

糊

め

」

が

行

わ

れ

、

長

年

の

望

み

が

か

部

改

良

事

業

と

し

て

整

備

さ

れ

て

き

併

な

っ
た
地
元
の
方
々
の
笑
み
が
印
象

た
中
山
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を
祝
い
、
新

講師の派遣

則

的
で
し
た
。

(3) 


いつでもお気軽にお出でください。


団体の場合は，あらかビめご連絡ください。


*徳島地方(家庭)裁判所の所在地及び電話番号は，

次のとおりです。

〒770 徳島市徳島町一丁目� 5番地

電話� 0886-52-3141 

回� 

浜
勝
浦
線
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
の

川

口

勝

浦

町

長

を

は

じ

め

多

数

の

来

町

寿

式

典

で

は

、

徳

島

県

徳

島

土

木

事

務

長
玉閉
ま
た
、
中
山
集
会
所
で
行
わ
れ
た

松

月

し

始

日

小

山

転

開

地

'

年

移

を

番

は

本

を

務 

1

0

0

所

'

舎

執

伺

階

一

一

張

い

庁

て

出

伴

り

い

れ

芹

島

に

お

お

ま

割

舎

松

営

と

に

し

結

庁

小

新

の

舎

せ

川

同

局

舎

記

庁

ら

和

合

務

庁

下

新

知

劃

と

法

同

て

ら

お

此

な

(

(

方

合

っ

か

で

小

み

地

と

も

日

の

所

県

島

話

島

な

を 

3

す

島

松

徳

み

日

月

ま

住

徳

小

電

島 

1

同

し

・

・

いても，裁判所，検察庁，弁護士会が合同で次の行事

創パ

9

9

4

4

4

4

列 

2

2

2

)

)
3

3
5

5

8

8

8

8

0

0 

を実施しますので，お気軽にご利用ください。

(各種行事 〉

無料法律相談所の開設

・日	 時 平成6年10月7日樹

午前10時から午後� 3時まで

-場 所� 徳島市徳島町一丁目� 5番地

徳島地方(家庭)裁判所

神を高めるための日と定められ，更にこの趣旨の徹底

‘、� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ご存知ですか 公証役場 新女性ライブプランシリーズ その③

10月 1日--7日公証週間

Pヘ，

O

一二
六

宮 

回

高
齢
期
の
生
活
の
安
定
と
充
実

人
生
八
十
年
時
代
を
迎

え
て
、
高
齢
期
は
人
生
の
四

分
の

一
に
相
当
し
、
余
り
に

も
長
い
期
間
と
な
り
ま
す
。

女
性
は
、
男
性
に
比
べ

て
結
婚
年
齢
が
若
く
、
平

均
寿
命
が
長
い
こ
と
か
ら
、

夫
と
死
別
後
一
人
で
過
ご

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
長
い
高
齢
期
を
、

豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
経
済
的

安
定
の
確
保
が
不
可
欠
の

要
件
で
あ
り
、
公
的
年
金

や
個
人
年
金

・
貯
蓄
等
に 

「 女性無料技術講習会開催要領 「
 

講習科目

講 習 日 

申込期間  

ワーフ。ロ ( 3 級)

9/26~10/25(この間21日) 

9/13~ 9/16 

ワーフ。ロ ( 3 級)

10/11~11/17( この間21 日) 

9/28~ 9/ 30 

ノf ソコン (表計算)

9/29~11/4(この間21日)

9/19~ 9/21 

講習 内 容

開催場所

申 込 先

講習 時間

疋，」ー・ 員 

受 講資格

受 講 事ヰ

そ の 他

ワープロの基本操作 ワープロの基本操作 表計算ソフト(ロータス 1-2-

及び機能の習得 及び機能の習得 3)を使った集計表， グラフ等

(日商検定 3級程度) (日商検定 3級程度) の作成からマクロ機能までの

習得

工業技術センター 阿南勤労者総合福祉センター 鮒ノア講習ルーム(徳島市川内町)

徳島県女性職業センター 阿南公共職業安定所 徳島県女性職業センター

徳島市中昭和町  1丁目 阿南市佃町540-1 徳島市中昭和町 1丁目

午前 9時30分~午後 3時30分(1日 5時間)

20名(但し，定員オーバーの場合は抽選)

就業を希望する女性

無料(但し，テキスト代 ・教材費は実費)

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。

告 0886-54-0 12 1 

テレフォンガイドもご利用ください。

告 0886-54-0 124 

よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
た
め
の

準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
の
保
持
増
進
、
快
適

な
住
ま
い
。
つ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
、

若
い
時
か
ら
将
来
を
見
越
し
た
生
活

設
計
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

生
涯
学
習

・
趣
味
を
生
か
し
た
活

動
な
ど
、
積
極
的
に
参
加
し
て
能
力

の
開
発
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
文
化

・
伝

統
や
生
産
活
動
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
へ
の
積
極
的
に
参
加
し
、
各
種
活

動
の
推
進
と
意
識
啓
発
を
図

っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
産
の
差
押
え
や
、
競
売
の
申
し
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
遺
産
相
続
に
つ
い
て
も
、

遺
言
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
法

律
的
に
も
安
全
で
す
。
遺
言
者
が
病

気
な
ど
で
行
け
な
い
と
き
は
、
公
証

人
が
病
院
や
自
宅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

公
正
証
書
作
成
等
に
つ
い
て
の
相
談

は
無
料
で
行

っ
て

い
ま
す
か
ら
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
公
証
人
会

徳
島
公
証
役
場

公
証
役
場
は
、

法
務
大
臣
に
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が

公
正
証
書
の
作
成
、

会
社
定
款
の
認
証
、

確
定
日
付
の
付
与

等
を
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
金
銭
貸
借
、

土
地
建
物
や
賃
貸

や
売
買
な
ど
を
公

正
証
書
に
し
て
お

け
ば
、
裁
判
な
ど

で
強
い
証
拠
力
が

あ
り
ま
す
。
訴
訟

を
起
こ
さ
ず
公
正

東
邦
生
命
ビ
ル
四
階

証
書
を
利
用
し
て

八
八
六
(
五
二
)
二

徳
島
市
藍
場
町

一
|

MUS04
スタンプ
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9月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日� H翠 内� n合- 受付時 間 場 所 女す 象 者 持参するもの他

木 健 康 中目 員炎� 9 :30~ 11 : 00 中山集会所 自主� f主 民 健康手 張

木 。� 13:30~15:00 与川内公会堂 。 イシ� 

7 水 イシ 13:30~15 : 00 星谷集会所 イシ イシ� 

8 木 。� 9 :30~11 :00 久国集会所 イシ 。� 

14 水 。� 9 : 30~11:00 中角集会所 イン ク� 

14 水 。� 13 : 30~15:00 石原集会所 イシ 。� 

16 金� 1 歳 児健康診査�  13 : 30~14 : 30 勝浦病院�  
H5.6 . 1 ~9.30までに生
まれた子�  

母子手帳

22 木 健 康 キ目 百炎� 9 :30~11 : 00 山西集会所 一 自主 住 民 健康子帳�  

22 木 ペシ 1 3:30~15 : 00 沼江集会所 。 ク� 

28 水 。� 1 0:00~11 :30 勝浦会館 イシ 。� 

30 金 離 手L 食 講 習� ~ 13:30~14 : 00 

勝浦病院�  
H 6.2. 1 ~7.31 までに生 母子手帳

30 金 手L 児 健 康 きロ人ノ' 査� 14:00~14 :30 

、仁J

H

H

. -

よ診て 結核の五大症 状
勝うをい結 し

ぶ
き

9
月 

日 

羽
田

M

i

結
核
予
防
週
間


¥ーノ� 浦。しま核
町 、すは ① せき ② たん

で 医
も 師長カ
、 のびゼ

毎 診くひ
年 察とき
新 をきの
結 受は症
核 け必状
登 まずに ③ 血たん�  ④ 胸痛�  
録 し受似

@O~ 

患
者
が
出
て
い
ま
す
。
十
月
に
結
核

検
診
車
が
町
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

年
に

一
度
は
必
ず
受
診
し
、
結
核
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
し

ょ・フ。

結
核
は
、
結
核
菌
を
出
し
て
い
る

患
者
が
咳
を
し
た
と
き
、
飛
び
散
る

に
含
ま
れ
て
い
る
結
核

菌
を
、
結
核
に
ま
だ
う
つ
っ
て
い
な

い
人
が
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。

特
に
、
結
核
患
者
の
家
族
や
抵
抗

力
の
少
な
い
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
な

ど
は
感
染
し
や
す
い
の
で
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
気
を

付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
食
生
活
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
こ
と
。

睡
眠
は
十
分
に
と
る

0

皮
膚
を
き
た
え
る
。 

-
外
出
か
ら
帰

っ
た
ら
、
う
が
い
と

手
洗
い
は
必
ず
行
う
。

‘、

「せきやたんが続い

たら結核を疑え」は

現在も変わらぬ結核

へのシグナルです。

かならず医師の診療

を。

回� 

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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事故 はいつお きるかわかりません。点検したり ，ち ょっ とし

た気づかいで防げる事故もありますので， 常日ごろから予防に

心がけまし ょう。� 

衛 生 材 料

i
三
種
類
ぐ
ら
い
。

ペ
プ
品
、
/

円

j
/
，d
ト 

皮
膚
の
弱
い
子
ど
も

に
は
か
ぶ
れ
な
い
も

の
を
。

ば
ん
そ
う
こ
う

脱
指
綿

消
毒
薬
を
つ
け
る
と

き
や
鼻
血
を
出
し
た
へ

と
き
な
ど
。

て型使 教
お のい 急
きもや ぱ
まのす ん
すをい そ
。そ大 う

ろき こ
えさ う

(カ
ッ
ト
綿
が
便
利
) 入れてお くと便利です。

な
け
れ
ば
大
き
め
の
ハ

、 
ン
カ
チ
を
代
用
。
包
帯

が
わ
り
、
き
ず
口
の
保

護
、
固
定
な
ど
用
途
が

広
い
も
の
で
す
。

川
叫


包
帯

幅
の
ち
が
』
つ
も
の
を 

J
V

過
酸
化
水
素
液 

(オ
キ
シ
ド 

ル
)

き
ず
口
を
洗
っ
た
り
、
消
毒
に
。

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

し
み
る
の
で
き
ず
口
に
は
用
い
ま
せ
ん
。
手
指
、

画
、
-
制
三
}

ハ
サ
ミ、

針
な
ど
の
消
毒
に
用
い
ま
す
。 

-

j背 毒 薬� 

体
温
計

一
分
計
を
備
え
る
。 

(五
分
以
上
計
っ
て
正

確
な
体
温
を
出
し
ま
す
)

ピ
ン
セ
ッ
ト

ハ
サ
ミ

針毛
抜
き
で
と
れ
な
い
と

げ
な
ど
を
と
る
の
に
、

針
が
あ
る
と
意
外
と
便

利
で
す
。

a
u
HH
U
H
R
V

』

〈 

薬sIl 

・
筆
記
用
具
メ

モ
伝

ヨu
l

今

作 

内

く処すひ抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
の
は
い
っ
た
軟
膏

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
は
い
っ
た
軟
膏

虫
さ
さ
れ
、
じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
か

ゆ
み
ど
め
に
。

ーヘ、...-
/

す方いき
りし人つ
。てはけ
も、や

ま
で
は
刺
激
が
強
い
の
で
、
五 

十

倍
に
う
す
め
て
使
い
ま
す
。

面
/
伊
に
」

尺
圏
)


Z
叫
¥
只
叶 
J
J

j

らかぜ
っか ん

i
l
l
-

そ の 他

-R

たりそ
~司 つく
同� Itを
い注量圏西) のお

ミliJ
 医こ
師し
にや

た
対
応
が
必
要
で
す
。

連
絡
、
応
急
処
置
、
程
度
に
応
ビ

次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
気
を
付
け

対
応
し
ま
し
ょ
う
。

①
あ
わ
て
ず
、
何
が
お
き
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
を
確
か
め
る
。

②
ど
の
よ
う
な
処
置
が
必
要
か
を
判

断
し
救
急
車
の
手
配
、
医
師
へ
の

イ涜
チ
ジ 腸
ク
型
の

・
水
枕

・
医
療
機
関
の
電
話 

救
急
箱
の
そ
ば
に
常
備
し
て
お
く

も
の

事
故
や
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

ノj、ピ
汗リー
ーー
ラ l
イ� lレ

番
号
の
メ
モ

万
が
一
の
ケ
ガ
や
事
故
に
備
え
て
、

年

一
度
は
必
ず
救
急
箱
の
点
検
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
(
救
急
箱
は
持
ち

運
べ
る
よ
う
な
入
れ
も
の
に
し
、
保

管
は
決
め
た
所

へ
置
き
ま
し
ょ
う
。
)

シ
口
チ
ン

マ
キ
ロ
ン
な
ど
。
き
ず
口
の
消
毒
に
し
み
な
く

で
、
色
が
つ
か
な
い
の
で
便
利
。

局
方
ア
ン
モ
ニ
ア
水

虫
さ
さ
れ
に
、
子
ど
も
に
は
そ
の
ま

(
ゴ
ム
製
の
両
方
兼
用
の
も
の
も
あ

り
ま

可

@
ト袋 日 簡

パ 便� 
/¥u 

侭時iも
¥---'の

が

-
輪
ゴ
ム

・
湯
タ
ン
ポ よ、L 

固
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テキストボックス
9月9日は救急の日　　　保健婦だより
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平成 5年度

健康優良家庭
つぎの方々は、保険税を完納されるとともに、

ご家族の健康に留意され，平成5年4月� 1日から

平成6年3月31日までの� 1年間無診療家庭でし

たので，記念品を贈りました。

住所

石原

沼江

。

中 角

。

。

。

。

世帯 主 氏名

瀬戸 孝幸

西野フサエ

前田 正 彦

赤 川 信江

勝本恒男

河野サトミ

宮本 政 明

山 上 正 人

被保険者名

市子

フサエ

ナルミ

信江

恒男

サトミ

明代

正人

住所 世帯主氏名 被保険者名

生名 石本 正 秀 都子

。 上 回 =千代 辰哉

棚野 中 根 百恵 百恵

中山 川 上照夫 欽弘

。 羽瀬カズエ カズエ

横 瀬 貞岡 肇 肇

坂本 神 田 爽 爽

。 菅 内 正男 巌

。 中 尾春一 智珍

。 新居富夫 キクエ

イジ 平岡恒雄 恒雄

。 美馬 弘 弘・ 晴男 ・功

。 吉田豊保 豊保

国民健康保険加入者の方ヘ

交通事故にあったらすぐに国保に届け出をノ
交通事故にあ ったら す ぐに警察に届けると同時に 町の国保担当窓口にも届け出をしなけれ

ばなりません

-函民主主t彊個臨調;YAl!St砂E冒E i
-まずおちついてく ださい� 0

・救護 を優先させましょう� 0

・相手の確認 をしまし ょう� 

・警察に届 けまし ょう。

・目撃者へ協力をお願 いしておきまし ょう。

・軽症のケガで も医師の診断を受けまし ょう� 0

・示談は慎重に。� 

警察や国保に届け出をする前に示談など結ばないようにしまし ょう。

・町 (国保) へ届け出まし ょう。

保険証で治療 を受ける場合は， 至急町(国保)へ届け出て第三者行為傷病届を提 出しまし ょう。� 

一 局登両与》

必災災事芳ジ ノ/ J必εミミf
① 保険証 、之、滋グ ② 印かん� 6シ/ ③事故証明書 会§ミご7J

たとえどんなに軽いケガでも かならず役場税務保険課 国民健康保険係へ届け出

を。不明な点は電話� 2-2511まで。

国保税は、被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者と なる月とは， 職場の健康保険をやめたとき，あるいは他の市区町村から転入して住み始めたときなどで� Eす。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
スタンプ
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四国霊場第20番礼所

午前10時出発

生名 東林庵集合� 

r、iY-I-'、
一一一

』ζ~ 水杏大師

鶴林寺(三重の洛
-・・--

⑥⑧⑨⑥⑧⑨⑧⑧ 

rヘ"¥

〆白、-、，... 

ー-

一一NTTからのお知らせ一一

回� 

四国の道鶴林寺遊歩道を頭をひねりながら歩いてみませんか。� 

(日時〉
平成6年10月10日(体育の日)

午前� 9時30分集合

解散予定午後2時30分ごろ

〈集合場所 〉

生名東林陸軍(イチョウ樹下〉

〈参加資格 〉

町内外を問わず，健康で石記コースを歩け

る人� 

(参加料 〉 無料

(申し込み 〉

当日の受付もできますが，混雑をさけるた

め，� 10人以上の団体の万は，できるだけ事前

に申し込みください。

・申込先一勝浦町久国 勝浦町役場産業課� 

) 112 -25G'( 

・住所氏名年齢(学年)電話番号を明記

のうえ，ハガキまたは電話で申し込みくださ

い。

(注意事項 〉

・お弁当・お茶・雨具などは各自でご持参くだ

さい。

・ハイキングに適した服装でおこしください 0

・小さいお子さんは保護者が同伴してくださ

・雨天の場合は中止します。

勝浦郡内ョのお客様へ

勝浦郡内� (市内局番2・5・6局� )の電話はお客様に「より高 大変ご迷惑をおかけしますが，ご理解，

度なサービ、ス」をご利用いただくため，最新交換機への切替えを ご協力をお願¥，¥申し上げます。

行います。� NTT阿波勝浦営業所

このため，� 10月6日同12時30分(昼間)から約30秒間，電話 〈お問い合わせ先〉

のご利用ができなくなります。(お話し中の通話も切れます 0120-019000(お客様相談セ ンタ一� ) 

MUS04
テキストボックス
10月10日　体育の日　あるけあるけ大会
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戸
籍
の
窓 

字
山
下

大
字
星
谷

特別養護老人ホーム 喜楽苑


職 貝 募 集


次のとおり職員を募集しますので，希望の方は，履歴書(市販

の物)，成績証明書，健康診断書，卒業予定証明書を添えて募集期

間中にお申し込みください。

¥
大
字
沼
江
字
猿
滝
森

ご
結
婚
お
め
で
と
う

7
月
間
日

1
8
月
日
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

豊
岡

和
久
/
三
男

明

子

¥

昌

橋 脇

勅芳

-採用時期 平成� 7年4月� 1日付
子 男

(敬称略)

大
字
三
渓
字
上
川
原

士ん山

・職 種 事務員� 1名

・条 件 平成� 7年3月卒業見込の方(高校，短大，大学)

・募集期間 平成 6 年 9 月 1 日(木)~20 日(火)

・試験日 平成� 6年9月24日(却午前10時~

・試験場所 勝浦町大字棚野字竹国13番地の� 1

大
字
棚
野

字
仮
家

大
字
沼
江

字
西
岡

大
字
沼
江

字
一
楽

大
{
子
生
名

大
字
三
渓
字
俸
制
側

大
字
坂
本
{
子
中
谷

大
字
中
角
字
西
山

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

字
平
野

河

村

修

/

長

男

栄

里

子

¥

朋

青
木
康
明
/
長
男

ひ

と

み

¥

雄

上
田
哲
也
/
二
女

克

枝

¥

千

久
木

特別養護老人ホーム喜楽苑

-試験方法 面接

，
-/  -連絡先

作文 (400字詰め原稿用紙 2~3 枚程度)

社会福祉法人勝寿会� 

T E L 08854-2 -3700 

西

繁

宗 

歳
)

(
m
m

小
漬
キ
ヨ
ノ
(
卯
歳
)

小
笠
太
郎
(
お
歳
)

山
本
チ
ヱ
(
引
歳
)

喜
仁
/
長
女

三E

Lノ� 

勝 浦会館�  9月行事�  

教 室名 実施日(揚品目) 時 間 備 考� 

7 14 22 29 午後 習字教室は当分
陶芸 教 室� 

*- *- 木 木� 7. 30~ の間，休ませて� 

9 16 午後
いただきます。

着付教室
金 金� 8. OO~ 

l 8 22 午後
手芸教室

木 木 木� 7. 30~ 

7 14 21 午後
踊り教室�  

*- *- *- 8. OO~ 

短歌教室�  12 26 午後

俳 句 教室 月 月� 8. OO~ 

生花教室�  
5 30 午後

月 '金 8. OO~ 

1 午前 今月から先生が
大正琴教室

木� 9. OO~ ι 変られます。

救急の場合

救急患者輸送車

への連絡は

2-2068 

心
配
ご
と
相
談
日

・
日
時	

9

月

2

日

樹 

9

月

9
日

倒 

9
月

間

日

樹 

9
月

辺

日

同 

9

月

初

日

倒

・

・
時
間	

午
前
日
時
1
午
後 
3
時

・
内
容	

人
権
・行
政
・厚
生
・福
祉

・
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 
2
階

-
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
一

{
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
}

{

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

}

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

7
月
間
日

1
8
月
日
日

坂
本
高
字
組
さ
ん
(
坂
本
)

奥
口
ヤ
ス
エ
さ
ん
(
坂
本
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

夜間救急当番表�  
9月� 2日 勝浦病院�  2-2555 

9月④日 赤岩 医院�  2-2006 

9月� 6日 勝浦病 院� 2-2555 

9月� 8日 上勝診療所�  6-0302 

9月10日 勝浦病院�  2-2555 

9月12日 山 西医院�  2-3027 

9月14日 勝浦病院�  2-2555 

9月16日 湯浅医院�  2-2003 

9月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

9月20日 赤岩 医院�  2-2006 

9月22日 勝浦病院�  2-2555 

9月24日 上勝診療所�  6-0302 

9月26日 勝浦病院�  2-2555 

9月28日 山 西医院�  2-3027 

9月30日 勝浦病院�  2-2555 

(績瀬タクシー) 平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時までまで

O~P は日曜日 

圃

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




